
■修正の指示及び組版指定に用いる主記号

意味 使用例 修正結果 意味 使用例 修正結果 意味 使用例 修正結果

JIS規格で定められていた印刷校正記号「JIS	Z	8208」が改定され「JIS	Z	8208：2007」となりました。
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印刷物の製作において発注者様と製作者とのコミュニケーションが円滑に行われ、双方の意思が統一されている

ことが大変重要で、現実には思わぬ勘違いや取り違いによって、ミスが起こることが往々にしてあります。

弊社では意思の伝達手段を規格・統一化を図るためJIS規格で定められていた印刷校正記号での指示をお願いし、

校正を「正確に」「効率よく」執筆者様へご提供させて頂きたいと考えております。
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■修正の指示及び組版指定に用いる主記号

内容 使用例 修正結果 推奨 内容 使用例 修正結果 推奨

■ 修正の指示及び組版指定に用いる併用記号（主記号と併用して用いる記号）

内容 記号 解説 内容 記号 解説

大文字に直す

小文字に直す

修正箇所を示し
"大"又は"Cap"
と指示

修正箇所を示し
"イタ"又は"ital"
と指示

イタリック
に直す

ボールド
（太字）に直す

修正箇所を示し
"ボールド"又は
"bold"と指示

修正箇所を示し
"小キャプ"又は
"SC"と
指示

スモール
キャピタル
に直す

文字サイズ
の指示

ポイントには「ポ」、級には「Ｑ」を単位
として使います（コンピュータ組版では、
前者が主流になりつつあります）
ちなみに1ポイントは0.3514ミリ。

句読点を示す

ダッシュを示す

二分ダッシュは長方形又は三角
形、全角ダッシュは正方形というよ
うに、枠の大きさ又は形で二分と
全角が区別できるように示すのが
基本です。

ダブルミ
ニュートを
示す

始めダブルミニュートと、終わりダブ
ルミニュートで山形の向きが異なり
ます。

2倍アキ、3倍
アキ、4倍アキ
などの指示

「倍」の前に算用数字を付けて指示しま
す。全角アキの指示で正方形を使ったよ
うに、正方形の数で表すこともできます。

訂正を取り
消す

イキ

全角
全角の文
字にする

半角の文字やプロポーショナルの
文字を全角の文字に直す指示で
す。

中点類を
示す

中点は正方形で囲み、コロンは
丸で囲みます。セミコロンは字形
を正確に書いてください。

ハイフンを
示す

他の記号と区別する意味で、
「ハイフン」と書いて楕円で囲みます。

シングル引用符
又はダブル引用
符を示す

それぞれを上向きの山形で囲み
ます。

アポストロフィ
及び プライム
記号を示す

上向きの山形で囲みます。

全角アキ
の指示

「全角」と指示するか、正方形で
示します。

半角アキ
の指示

半角

△

全角

□

拗音・撥音・添
え字（上付き・
下付き）

わかりづらい時は丸囲みで上
付き，下付き，大きくなどと書き
添えてください。


